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の著者の思い出』 (Memoirs of the Author of A Vindication of the Rights
of Woman, 1798､以下､ 『思い出』と略記)の中で､彼女の不倫の恋､未婚での出産､
二度にわたる自殺未遂､別居結婚､信仰との決別などを､ジャン-ジャック･ルソー
(Jean-Jacques Rousseau)の『告白録』 (Les Confessions, 1782)にならって1､
あまりにも正直に赤裸々に綴った｡ウイリアム･ゴドウインは､彼女をあたかも感傷小説
に登場する女主人公であるかのように2 ､ ｢鋭敏で洗練された感受性｣ 3の持ち主､情熱的


















Blake)は｢メアリ｣ ("Mary", C. 1803)という詩において､彼女の生き方･思想へ
の共感を示し､ロバート･サウジ- (Robert Southey)は『女性の勝利』 (The
Triumph of Woman, 1795)を彼女に捧げた8 ｡またシャーロット･スミス









判』 (strictures on the Modem System of Female Education, 1799)にお
いて､メアリ･ウルストンクラフトを｢ドイツの自殺者ウェルテルの称賛者であり､擁護
者｣ 10と呼び､さらに｢女ウェルテルは､姦通は正当と認められると主張した｣ ( 『現代
女子教育制度批判』 1: 45)と激しく批判した｡さらに､ジェイン･ウェスト(Jane West)
もメアリ･ウルストンクラフトの生き様を｢罪に満ちた生涯｣ 11であると断定する｡
保守主義派の雑誌『反ジヤコバン評論』 (Anti-Jacobin Review and Magazine,
9, 1801)には､メアリ･ウルストンクラフトを娼婦として､ウイりアム･ゴドウインを









































Emma Courtney, 1796)に登場するエマ･コートニー(Emma Courtney) ､チャール
ズ･ロイド(charles Lloyd, )の『エドマンド･オリヴァ-』 (Edmund Oliver,
1798)に登場するガ-トルード･シンクレア(Gertrude Sinclair) ､エリザベス･
ハミルトンの『現代の哲学者の思い出』 (Memoirs of Modern Philosophers, 1800)
のプリジッティーナ･ボザリム(Bridgetina Botherim) o　マライア･エッジワスの
｢アンジェリーナ｣ (‖Angelina", Moral Tales, 1801)に登場するレイチェル･ホッ
ジズ(Rachael Hodges) ､ペンネームはアラミンタ(Araminta) ､ 『ベリンダ』
(Belinda, 1801)のハリオット･フリーク(Harriot Freke) ､ 『リーアノーラ』
(Leonora, 1806)のレディー･オリヴィア(Lady Olivia) ｡アメリア･オーピー
(Amelia opie, )の『アドライン･モーブレイ』 (Adeline Mowbray, 1804)の同
名の主人公アドライン･モーブレイ(Adeline Mowbray) ､ファニー･バーニー











(Julie, ou la Nouvelle H6101'se, 1762) ､メアリ･ウルストンクラフトの『女
性の権利の擁護』､ウイリアム･ゴドウインの『ケイレブ･ウィリアムズ』 (caleb
williams, 1794) ､トマス･ホルクロフト(Thomas Holcroft)の『アナ･セント･
アイブズ』 (Anna St. Eves, 1792)などの1790年代の急進主義的著作を読み漁り､
理論武装する｡彼女は男性と同じ高等教育を受ける権利､女性の性的自由､女性の権利を
声高に唱え､ ｢世間の慣習が女性を隷属させ､力を奪い､堕落させるのです｣ 18と叫ぶ｡


































介され､すぐにその主張を吸収し｣ (『エドマンド･オリヴァー』2:79) ､ ｢大改革のことや
大多数の人々に共通の原理｣ ( 『エドマンド･オリヴァー』 1:151) ､ ｢階級差がこの地上か






















































( 『現代の哲学者の思い出』 2: 125) ｡家事労働を嫌悪するブリジッティーナ･ボザリムとは
対照的に､ハリエツト･オーウェルは｢家事労働にはなんら奴隷的なところも不愉快なと
ころもありませんわ--家事労働をして役に立っていると思うと有頂天になりますの｣
























り( 『べリンダ』 7) ､個性的で的確な判断力に恵まれ､ ｢分別があり､誠実で｣ (『べリンダ』

























がいかに幸福であり､純粋であるか｣ ( 『アドライン･モウプレイ』 14)を説く｡アドライン･
モクプレイは､ウイリアム･ゴドウインを想起させるグレンマリの著作を読み､彼の結婚
制度攻撃に魅了されていく｡彼の思想に共感を示し､ ｢結婚制度は愚かなもので､不正で､



























才軍があり､感情が豊かで｣ ､ 27 ｢新しい､自由奔放な珍しいものに惹かれる傾向があり
ます｡彼女は自分のことを女性の擁護者であると患っています｣ ( 『放浪者』 165)と描写
されているように､想像力豊かで､情熱的､衝動的で､女性に課せられた抑制･抑圧を擬
ね除けて行動する女性の権利の擁護者である｡フランス革命に共感し､ ｢フランス革命は
世界でもっとも素晴らしいものです｣ (『放浪者』69) ､ ｢古い世界をほとんど焼き尽く
し､灰から不死鳥のように新しい世界を生じさせた気高い炎なのです｣ ( 『放浪者』 152)
と断言する｡革命思想のおかげで､自分は｢吟味されたいない意見を支持し､軽蔑してい
る偏見によって支配されるという精神の奴隷から解放されました｣ ( 『放浪者』 173)とフ
ランス革命を賛美する｡また､彼女はエマ･コートニーのように､ ｢女性の権利｣ (『放
浪者』 175)を主張し､女性に課せられたあらゆる制約からの解放を唱え､ ｢あらゆる束縛
からの自由｣ (『放浪者』174) ､ ｢あらゆる儀礼の無視｣ (『放浪者』174)を宣言する｡
｢ならわしとは何という強情な専制君主でしょう--私達は法律と愚かさの奴隷です｣
( 『放浪者』 174) ､ ｢なぜ女性は勇気を発揮することを排除されているのでしょうか｡な
ぜ女性だけが自分が偏見をすてなさいその一員である国家の安全を協議することを否定さ
れているのでしょうか｣ ( 『放浪者』 177) ､ ｢偏見を捨てなさい｡あなたが価値のない女
性であるということを忘れなさい｡そして一個の活動的な人間であるということを思い出


















































































情を保った32 ｡ 1794年に急進主義者のトマス･ハ-ディ(Thomas Hardy) ､ジョン･
















and Daughter, A Tale, Zn Prose, 1801､以下､ 『父と娘』と略記)は､オリヴァ一･
ゴールドスミス(oliver Goldsmith)の『ウェイクフィールドの牧師』 (The Vicar
of Wakefield, 1766)などをその代表七する十八世紀後半に盛んに書かれたいわゆる
















































急進主義作家メアリ･へイズの『エマ･コートニーの思い出』 (Memoirs of Emma
courtney, 1796)の同名の女主人公も｢鋭敏な感受性｣ 40､ ｢過度の感受性｣ ( 『エマ･
コ-トニーの思い出』48) ､ ｢精妙な感受性｣ (『エマ･コートニーの思い出』60)の持ち主で
あると描写され､ ｢私には行動の指針を形成する強靭な精神とその指針に則って行動する
勇気があります｣ (『エマ･コートニーの思い出』 44)と宣言するo　チャールズ･ロイド















































































































さいな｣ (『父と娘』 115)と頼む｡シーモア氏は､ ｢彼女の擁護者だって!世間がなんと
言うか｣とためらう｡キャロラインは｢お父様が正しい判断者であるということ以外､世
間はいったいなにを言うことができるでしょうか｣ (『父と娘』 116)と主張し､ ｢アグ
ネスが無慈悲にも攻撃されているのを耳になきったときには､彼女の友人になってくださ




























て､涙した｣ ( 『父と娘』 193-94)と描写される.そしてアグネスの不品行を厳しく批判
した女性もアグネスの｢不運と早い死｣ ( 『父と娘』 194)を悼み､またアグネスを｢この
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